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（ⅰ）   階層的アプローチによる先端的地球システムモデリング
a    生態系・物質循環プロセスの高度化 羽島　知洋 海洋研究開発機構 グループリーダー代理

b    気候モデルエミュレータによる知見統合 筒井　純一 電力中央研究所 研究参事

（ⅱ）  包括的な地球気候システム研究のための基盤構築 建部　洋晶 海洋研究開発機構 グループリーダー

（ⅲ）  地球―人間システムの相互作用および将来シナリオ分析
a    地球―人間システムのフィードバック解析 立入　　郁 海洋研究開発機構 グループリーダー

b    地球―人間システムの将来シナリオ分析 横畠　徳太 国立環境研究所 主幹研究員

（ⅳ）  領域課題間連携のための技術・事務支援 河宮未知生 海洋研究開発機構 センター長
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a    気候・炭素循環予測技術の高度化と予測情報の創出 建部　洋晶 海洋研究開発機構 グループリーダー

b    モデルと衛星データの融合研究による気候変化プロセスの理解 鈴木健太郎 東京大学大気海洋研究所 教授

c    陸域環境変化の理解と予測 芳村　　圭 東京大学生産技術研究所 教授

（ⅱ）  地球システム変動の要因分析と予測
a    温暖化レベルの理解と予測不確実性の低減 小倉　知夫 国立環境研究所 室長

b    過去から将来の気候変動のメカニズム理解 小坂　　優 東京大学先端科学技術研究センター 准教授

c    イベント・アトリビューション研究の深化と発展 今田由紀子 気象業務支援センター 研究員
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